


























































































































































































































































































































































































































































































第

編

四

業

産

編
第
二
章

業

j魚

第

節

明
治
年
間
の
漁
業

明
治
三
年
ま
で
こ
の
地
方
の
漁
業
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
上
巻
第
三
篇
第
五
章
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
明
治
三
年
に
は
漁
場
を
出

願
者
に
貸
付
す
右
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
漁
場
の
官
捌
が
廃
止
さ
れ
、
同
年
三
月
、
石
狩
郡
お
よ
び
浜
益

郡
の
漁
場
が
出
願
者
へ
と
貸
付
さ
れ
た
。
し
か
し
、
漁
場
は
翌
四
年
七
月
に
は
共
有
化
さ
れ
、
さ
ら
に
、
六
年
七
月
一
般
に
払
下
げ
、

民
有
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
九
年
一
月
に
な
る
と
、
開
拓
使
は
乱
獲
を
防
ぐ
た
め
に
、
無
税
の
上
定
め
の
な
か
っ
た
従

来
の
漁
場
の
境
界
を
明
確
化
し
、
入
札
に
よ
っ
て
漁
業
を
許
可
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
間
の
石
狩
の
浜
に
お
け
る
鮭
漁
は
、
明
治
元
年
、
一
一
三
万
五

0
0
0尾
、
同
五
年
、
一
-
四
万
主

O
O
O尾
と

盛
大
で
、
六
年
六
月
に
石
狩
を
訪
れ
た
金
沢
の
一
戸
長
林
顕
三
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
鮭
猟
の
時
期
に
は
例
年
二
千
人
も
の
寄

留
者
が
こ
こ
に
収
容
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

な
お
、
明
治
八
年
に
は
初
代
井
尻
静
蔵
が
こ
の
地
で
漁
業
お
よ
び
商
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
り
、
ま
も
な
く
同
氏
は
石
狩
・
厚

回
二
郡
の
漁
業
者
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
。

こ
の
地
方
の
鮭
の
漁
獲
高
は
、
次
表
の
ご
と
く
そ
の
後
も
一

0
年
代
半
ば
過
ぎ
ま
で
は
と
く
に
減
じ
て
お
ら
ず
、
た
と
え
ば
明
治

一
O
年
一
一
月
九
日
の
一
回
の
曳
網
で
三
千
尾
以
上
も
補
獲
さ
れ
た
と
い
う
が
、
明
治
一
七
年
よ
り
減
少
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
二
六
年
よ
り
一
段
と
減
る
よ
う
に
な
っ
た
。



明
治
期
石
狩
郡
鮭
歯
周
収
獲
高
等
統
計
表

治明
年|

0年年九年八七年六年五卒年回平二二年一年 次

一一一 一、、、、

七一 六八九一六一 九0。Oコ 四五 Oコ 九コ一コ

豆五 o三 δ五 δδ 豆 磁

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0005 2 聞
高

明治 年

一一一一一一一 一一

0年年九年八七年年六年五四年三年二年一年 次|

一一 一一、、、、
1育弘

六四五 七九八 O五三 五二八 OO0 0四八 六五八 O一六 四五九 五五九
J盟

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 000 2 叫目
高

明治 年

。年 九年年八七年年六年五四年三年二年一年 次

二六九 二五0 二一00一七 二0七 四三五 四六00四七 五六二 七二五

i租

J盟

33333333335 

(
『
石
狩
漁
業
会
』
調
)
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明
治
一
三
年
石
狩
川
入
港
鮭
積
取
船
舶
一
覧
表

l形山際 潟l新探 潟勝新 府阪大 潟l新採 拓使聞 潟懸新 同 同 同 形牒山

岡 本形日 本形目 洋形西 同 岡 同 同 岡 岡 形本日
船

形

日 白良 栄永永柴天三福三
船

枝 山 運 福昇久福神社欝 賓

丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸 名

ー五四石 ニ四四石 ー七七石 六六噸 三Oニ石 一五七石 四六六石 七五四石 回四八石 七Oニ石 二六四石
ff{ 

量

樽七六四七O柔樽二O八O四四柔樽一O十束八-九樽一O四七九一束樽O三五束八四婿二O十三束八五樽一四九七三束九樽二七八二束七九栂ニ七八二束七九樽一O六一束五一扇ニ三一七五六束

積鮭

載 筋

高子

十 十十十十十十十 十十十十十十十十九十十 出入
一一一一一 一一一一一

| 六月 | 六月 十九月月二 十九月月三 十九月日干月二日 | 十月 十九月十九月 六月十八月 六月十月 六月十三月 六月十月 発I甚

日 日日十日日十日 日日日日日日日日日日日 日日

人員水夫九九九六六九九八 O 六八

後羽図 越後園 努後周 摂再囲 移後園 後志園 越後園 同 同 間 後羽園
園

名

if町船田晶酉 宮村川 岡新潟丁 橋京三丁目 新潟~T 信香町 太郎村代?兵 同 同 同 f酒町船回晶

阿I

干す

名

本猪 新 越岩藤南小本同小
船

問俣谷木瀬山 倉間 倉
主

長 半 長

三 高 彦 政藤要之金三 金
姓

郎作 八 七七吉助義郎人蔵 名
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編

産

業
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外栄栄斉伊末蛭1金長二栄観和八
五 臣
拾喜 宝喜 勢鹿 子二 栄見宝音合幡

案丸丸丸丸丸丸主丸丸丸丸丸丸明
満 治

十貞神久古寅金幸神三福徳開卒三
五
義一力福岸ー賢官徳吉一栄運安2
詰丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸日

入31曹古重金重大稲福開福正長幸詰

主運岸福徳福神荷長福毒賀徳新舶

護丸丸丸丸丸丸丸丸 丸丸丸丸丸覧
セ 表
サ

ノレ住久明峯観小龍古天久栄大栄
者
ハ吉福神神栄高市現運栄爵宝福
除
ク丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸

永古幸神権通善忠三寛費喜賓

な
お
、
同
一
三
年
に
お
け
る
『
石
狩
郡
漁
民
会
社
』
の
役
職
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

毒峯新明現徳福久吉光福宝正

丸丸丸丸丸丸丸丸丸 丸 丸 丸 丸

数明長長福服栄栄久順幸久嘉

賓本侍栄徳風徳吉徳費速賀永

~ ，、
丸丸丸丸丸丸丸丸丸 丸 丸 丸 丸

塩清観金幸賓賓徳栄 久 長 福 長

谷徳栄福神重久栄寿力徳昌久

丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸丸

(
明
治
一
三
年
、
石
狩
郡
漁
民
会
社
編
)
































































































































































































































































































































































































































































































































































































